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コープデリ生活協同組合連合会
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埼玉県さいたま市南区根岸１-4-13
1992年7月
1．会員の事業に必要な物資を購入し、これ
に加工し若しくは加工しないで、又は生産
して会員に供給する事業
2．物流事業、商品媒体作成、システム共同化
による開発ソフトの作成その他コープデリ
が会員の事業に必要な各種機能やサービス
等を提供し、会員が共同して利用する事業
http://www.coopdeli.jp/
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外部サイト/ASP連携も実装し「総合ECサイト」を構築
その他「データ連携基盤システム」等もNECが構築を支援

• コープデリ宅配事業の3つのサイトを1つに統合し、会員の利便性を高めたい
• コープデリ宅配事業以外の商品やサービスも提供できる総合ECサイトを構築し、新規会員
獲得につなげたい
• ECサイトを利用し、One to Oneマーケティングの推進や、オムニチャネルの実現につなげたい

課題背景

• ウイークリーコープ、デイリーコープ、指定日お届けコープ、3つのコープデリ宅配の受注サイト
を１つのサイトに統合。一度のログインで3つのサービスを利用でき、利便性が飛躍的に向上
• 先行オープンしていたサービス系「ライフなびネットショッピング」サイト等も統合。オープ
ンサイトで各種サービスの全貌を把握でき、新規会員獲得にも効果を発揮
• 二次開発に着手し、One to Oneマーケティングや、オムニチャネルの実現を強力に推進

成　　果

コープデリ連合会グループが提供する各種サービスのWEBサイトを統合する
「総合ECサイト」を構築し、会員の利便性を向上。新たな事業展開にも活用

コープデリ生活協同組合連合会 様
NeoSarf/DM 導入事例

事例のポイント
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●コープデリ連合会様導入システムイメージ
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NeoSarf/DM 導入事例
コープデリ生活協同組合連合会 様

コープデリ生活協同組合連合会（略称：コープデリ
連合会）様は、1都7県の6生協が加盟する連合会
です。会員生協合計の2015年度の事業高は、店
舗・宅配事業等あわせて5,270億円、組合員数は
451万人。事業高の7割を占める中核事業「コープ
デリ宅配事業」において、2016年6月、インター
ネットを利用して商品を注文できるECサイトを、
総合ECサイト「コープデリeフレンズ」としてリ
ニューアルオープンしました。

宅配・EC事業本部 宅配事業戦略推進部 部長の
堀洋之氏は、リニューアルの目的を次のように語
ります。
「これまでコープデリ宅配事業では、週1回決まっ
た曜日・時間帯に商品をお届けする主力の“ウイー
クリーコープ”、弁当や料理キットなどを平日の週
3日以上お届けする“デイリーコープ”、都内の特
定のエリアで行っている配達の日にちや時間帯を
選べる“指定日お届けコープ”という、3つの業態
がありましたが、それぞれ別のECサイトで受注し
ていました。これを１つのサイトに統合することが
リニューアルの最大の目的でした」
「特にウイークリーコープは長い歴史があり、週あ

たりの利用者は約150万人。その内、ECサイト利
用者は約40万人でした。デイリーコープや指定日
お届けコープは、比較的新しいサービスですが、
これからの伸びが期待できます。この3つのサイ
トを一体化することは、会員の利便性が向上する
ばかりでなく、事業展開の観点からは相乗効果が
期待できます。特に先行オープンしているチケッ
トやくらしのサービスを販売する“ライフなびネッ
トショッピング”サイトなどと統合すれば、コープ
デリ宅配事業の取扱商品の枠を超えたサービス
の提供にも便利な画期的ECサイトになります」
と、情報システム ECシステム部 部長の富樫真一
氏は述べます。

お問い合わせは、下記へ

NEC 第二リテールソリューション事業部
〒105-8540 東京都港区芝三丁目23-1（セレスティン芝三井ビル）
TEL： 03（3456）5093
E-mail： contact@ecff.jp.nec.com
URL： http://jpn.nec.com/neosarf/dm/

情報システム 第一システム部 企画担当の大貫
美恵子氏は、一連のサイトリニューアルについて
次のように経緯を述べます。
「新ECサイトの構築に関しては、2013年から検
討を開始しました。実現したいことをまとめて

RFPを作成し、4社に提示しました。他社がパッ
ケージベースの提案をしてきたのに対し、NECの
提案するNeoSarf/DMはフレームワークや部品
を活用するので自由度が高く、しかも短期間で
ECサイト構築ができるという説明でした。最終的
なプレゼンテーションには2社が残りましたが、
実際にプレゼンテーションを見た上でフレーム
ワークの良さを確認し、開発パートナーにNECを
選びました」

「NeoSarf/DMがフレームワークや部品活用に
よりサイトを構築すること以外にも、生協の事業
についてよく理解していることや、これまで店舗
事業の分野のプロジェクトにおいて、NECと一緒
に取り組み、プロマネ力を評価していたことなど
が選定理由としてあげられます。さらに、今回の
開発では、生協のECサイト構築の経験のあるSE
をアサインしてくれるということも、大きなポイン
トになりました」（富樫氏）

コープデリ連合会様は、総合ECサイトのオープン
前の2014年に、NeoSarf/DM を利用し2つのサ
イトをオープン。特に「ライフなびネットショッピン
グ」は、販売枚数の少ないチケットをECサイト限
定で扱うなど、従来の月1回のカタログ販売では
取り扱いが難しかったものも扱えるようになり、会
員にも好評です。堀氏は「コープデリeフレンズに
は、食品・非食品を問わず、コープデリ連合会の提
供するサービスを1つに集めています。このサイト
がスタート地点の役割を果たし、サービスの認知、

加入資料の請求、職員の訪問、加入申込み、宅配の
利用登録、利用、リピートという、一連のサイクル
がうまく回ることを期待しています」と語ります。
「このサイクルを効果的に回すため、コープデリe
フレンズをあえてオープンサイトにして、商品や
サービスにどのようなものがあるか見せるように
しています。また会員組織だけに、特に重要な
セキュリティに関してはNECに相談しながら、
できるだけスムーズにログインして利用できる
方法について工夫しています」と大貫氏。
さらに今後の運営については各々が次のように
述べます。
「コープデリeフレンズの利用者に対しては、その
方の特性、ニーズや嗜好に合わせたOne to One
マーケティングを推進していく予定です」（富樫氏）、

「例えば、デイリーを利用されるのは70代の後半
の方が中心ですが、ネットだけでなく店舗での買
い物を楽しんでいただくことも含め、上手に使い
分けて利用していただけるオムニチャネルを目指
していこうと思っています」（大貫氏）、「オムニ
チャネルでは、例えば、ECサイトで注文を受けて、
店舗で商品を受け取るなどを検討中です。今後
も、組合員の要望のできるだけ早い実現に向け
NeoSarf/DMを利用して、たゆまざる改革を進
めていきます」（富樫氏）
最後に堀氏が「現在、二次開発が始まりましたが、
より使いやすいECサイトの実現は、これからが
本番だと考えています。今後もNECには、どんど
ん良い提案をしてくれることを期待しています」
と締めくくりました。

導入前の背景や課題

選択のポイント

導入後の成果

コープデリ宅配事業の３業態を
１つのサイトに統一し
その他事業とも一体化した総合ECサイトとして
会員の利便性を高めたい

フレームワークにより自由度が高く
短期間に構築できること、
豊富なECサイト構築経験を高く評価

オープンサイトにECサイトを置き
商品やサービスの魅力を伝えて
会員加入を促進。
今後はOne to Oneマーケティングや
オムニチャネルを推進

●本カタログに記載されている会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。
●このカタログの内容は改良のため予告なしに仕様・デザインを変更することがありますのでご了承ください。
●本製品の輸出（非居住者への役務提供等を含む）に際しては、外国為替及び外国貿易法等、関連する輸出管理法令等を
　ご確認の上、必要な手続きをお取りください。ご不明な場合、または輸出許可等申請手続きにあたり資料等が必要な場合
　には、お買い上げの販売店またはお近くの弊社営業拠点にご相談ください。

日本電気株式会社 〒108-8001　東京都港区芝五丁目7-1（NEC本社ビル）

環境にやさしい植物油インキ
を使用しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
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※コープネット事業連合は、2017年6月にコープデリ連合会に名称を変更しました。


